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研 究 概 宰
1.生儲学的研究























































































研 究 発 表 (1968年4月～1971年3月)
輸 文
I)ボスず'/レの性と支配
河 合 雅 雄
〔自然,26(2), (1971)〕
(関係論文は社会部門参照)
学 会 発 表
1)テレメ-♂-によるニホyザルソ1)クl)の研究





























弘 情報セyク ,ー穴料象.飼育克 く宍験J7]サル飼育
令),工作虫があげられている｡ サル飼育虫においては
｢飼育環晩,および飼料を一定化すると共に,枚皮,衛
生管理などを厳正に行な.,て,飼育動物を健全に保持
し,動物宍験の椅皮を市め,研究の進展をはかることを
目的とする｣とある｡
飼育畠としては,990平方米 (300坪)2,850万円を要
求している｡また,人員としては,研究所全体で,133
人を要求している巾{･,研Ell. 技官2. 計3名を,飼
育畠要求としている｡研究所内で飼育するサルとして,
3年計河で大型60,中型1,050,小型300,計1,410頭を
予定し,その為の設偶として,4,895万円.他に,レン
トゲン設備.蒸穴城宙設鯛などを特殊附帯設備として要
求している｡サル購入鞭としては,5,400万円が要求さ
れている｡
この目的な満たし,1,300頭ものサJt'を管理すること
が,行政職員3名で可能とは,とても考えられないし,
990平方米の飼育壷に,1,000頭以上ものサルは入れら
れない.現在の地下のケ-ジ壷の面積は335平方米であ
る｡サル施設の使っている面積は1,320平方米である｡
枚皮もやることになっているが,その具体案は,全く記
されていない｡このことは現サル施設職員に非常な苦労
をかけるという結果になった｡このような事情の約-歩
の打開竹として,近藤所良はむつかしい不動産購入を行
うことを決め,率いにも昭和45年度に予井が認められた
那,購入固執 も 約4,000坪に終った｡現在,新政地に
検打合,飼育梯,放飼宍験切などの建設にかかるところ
である｡
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